
三
条
西
実
隆

の
身
つ
く
ろ
い

三

宅

ち
ぐ
さ

一

は
じ
め

に

平
安
時
代

の
人

は
上
級
貴
族
で
さ
え
ろ
く
に
入
浴
し
な
か

っ
た
と
、
昔
聞
か
さ

れ
た
。
だ
か
ら
、
あ
の
光
源
氏
に
し
て
も
、
紫

の
上

に
し
て
も
体
臭
は
す
ご
か

っ

た
。
そ
こ
で
、
衣
裳
に
香
を
薫
き
し
め
た
と
い
う
の
だ
。

当
時

の
公
卿
心
得
等
を
記
し
た

『九

条
殿
遺
誠
』
に
は
、
沐
浴
回
数
、
そ
の
他

　は

こ

に

つ
い

て
次

の

よ

う

に

記
載

さ

れ

て

い
る
。

割

書

部

分

は

、

便

宜

上

〔

〕

を

付

し

て
示

す

こ
と

と

す

る
。

次

取

二
楊

枝

一向

レ
西

洗

レ
手

。

…

中

略

…
次

硫

レ
頭

。

〔
三
箇

日

一二

度

可

レ
杭

ツ
メ

之

。

日

々
不

レ
杭

。
〕

次

除

二
手

足

ノ
甲

一。

〔
丑

日
除

二
手

甲

[。

寅

日
除

二
足

甲

一。
〕

次

澤

レ
日

沐

浴

。

〔
五
箇

日

一二

度

。
〕

沐

浴

ノ
吉

凶

。

〔黄

帝

傳

日
。

凡

毎

月

一
日

沐

浴

短

命

。

八

日
沐

浴

命

長

。

十

一
日

目

明

。

十

八

日
逢

二
盗

賊

一。

午

日
失

二
愛

敬

一。

亥

日
見

レ
恥

。

悪

日

不

レ
可

レ
浴

。
其

悪

日

。

寅

辰

午

戌

下

食

ノ

日
等

也

。
)

『
大

漢

和

辞

典

』

に
よ

る
と

、

そ

も

そ

も
、

漢

代

の
官

吏

は

「
五

日

毎

に
家

に
蹄

　
ニ

つ
て
髪
を
洗
ひ
湯
あ
み
を
」
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の

『九
条
殿
遺
誠
』
は
、
中
世
の
書
籍
中
に
も
、
し
ば
し
ば
記
載
さ
れ
て
お

ま
ニ

り
、
三
条
西
実
隆
自
身
の
手
に
な
る
写
本
も
あ
る
と
い
う
。

中
世
に
な

っ
て
成
立
し
、
繰
り
返
し
追
記

・
書
写

・
上
梓
さ
れ
た

『
拾
芥
抄
』

は
　

中
に
も
、
沐
浴
日
等
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

沐
浴
吉
日

丑
卯
酉
乙
未
丙
午
丁
酉

〔或
云
寅
申
〕

今
案
汲
東
方
流
水
用
之

〔小
児
生
気
方
也
〕
又
沐
浴
時
同
可
向

件
方
也

一
云
天

一
太
白
大
将
軍
王
相
方
避
之

(諸
事
吉
凶
日
部

下
巻
七
七
裏
二
四
九
頁
)

可
沐
浴
日

五
月
五
日
取
喪
葉
三
升
井
華
水
棲
取
汁
浴
永
不
生
悪
瘡

又
云
井
華
水
和
粉
洗
足
不
病
悪
瘡

又
云
五
月

一
日
八
月
二
日
九
月
九
日
十
月
七
日
十

一
月
四
日
十

二
月
十
三
日
沐
浴
除
悪
病

(養
生
部

下
巻
八
五
裏

・
八
六
表
二
五
七

・
二
五
八
頁
)

さ
て
、
実
態
は
、
ど
う
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

室
町
ま
で
時
代
は
下
る
が
、
三
条
西
実
隆
が
六
三
年
間
に
渡

っ
て
記
し
た
日
記

が
あ
る
。
こ
れ
を
読
む
機
会
を
得

て
、
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
来
た
の
が
、
「
沐

浴
」
「
行
水
」
「小
浴
」
等

の
記
載

で
あ

っ
た
。
実
隆
が
こ
れ
ら
の
行
為
を
必
ず
書

き
残
し
た
と
い
う
確
証
は
な
い
け
れ
ど
、
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
、
ど
の
よ
う
な

時
に
身
を
清
め
て
い
た
の
か
。
各
語

の
相
違
は
何
か
、
他
に
ど
の
よ
う
な
身
つ
く

ろ
い
を
し
て
い
た
の
か
等
に

つ
い
て
、
調
査
し
報
告
す
る
。

調
査
対
象
と
す
る
の
は
、
身
つ
く
ろ
い
関
係

の
語

の
内
、
「沐
浴
」
「行
水
」
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三
条
西
実
隆

の
身
つ
く
ろ

い

「
小
浴
」
「
風
呂
」
、
「硫
髪
」
「洗
髪
」
、
「
除
甲
」
等
の
よ
う
に
、
体

・
髪

・
爪
と

い

っ
た
身
体
そ
の
も
の
が
対
象
と
な
る
語
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
資
料
と
し
て
は
、
『実
隆
公
記
』
(続
群
書
類
従
完
成
会
)

の
う
ち

か
ら
、
ほ
ぼ

一
〇
年
間
隔
と
な
る
よ
う

に
、
月
単
位
で
の
欠
損
が
な
い
文
明
七
、

一
七
、
明
応
五
の
三
年
分
を
主
に
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
ら
の
資
料
の
現
存
状
況
と
、

当
該
年
に
お
け
る
実
隆
の
年
齢

・
位
階
な
ど
は
、
次
の
通
り
で
あ

っ
た
。

日
記
の
年
数

(文
明

六

一
四
七
四

現
存
状

況

(月
単
位
)

正
月

・
二
月

・
×

・
×

×

・
八
月

・
九

月

・

文
明

七

一
四
七
五

完

文
明

一
七

一
四
八
五

完

明
応

五

一
四
九
六

完

二

調
査
結
果

実
隆
の
年
齢

位
階

・

×

一
〇
月

二

二
〇
歳

二

一
歳

三

一
歳

四
二
歳

・

×

・

一
月

・
一
二
月

七

ヵ
月
分
)

正

四
位
下
、
右
中
将

補
蔵
人
頭

正
三
位

(
一
)
身
つ
く
ろ
い
の
頻
度

各
調
査
年
の
月
毎
に
、
身
つ
く
ろ
い
の
頻
度
を
見
る
と
、
次
の
通
り
で
あ

っ
た
。

行
水

・
小
浴
等
、
体
を
対
象
と
す
る
行
為

(以
後
、
入
浴
関
係
語
と
記
す
)
の
回

数
と
月
毎
の
計
と
を
記
す
。
平
均
は
、
入
浴
関
係
語

の
合
計
回
数
を
当
該
年
の
月

数
で
除
し
た
値

で
あ
る
。
杭
髪

・
除
甲
等
、
髪
や
爪
を
対
象
と
す
る
行
為
に
つ
い

て
は
、
計

の
後
に
別
記
し
た
。

　

八 二 正 文
月 月 月 明

六
年

行
水
二
回
、
小
浴
三
回

行
水

一
回
、
小
浴
二
回

風
呂

一
回

計

五
回

計

一
回

計

三
回

ニ ー 〇 九
月 月 月 月

f丁 仔
水 水

回 回
、

小 小
浴 浴

回 回
、

 

文
明正
月
二
月
三
月
四
月
五
月
六
月
七
月
八
月
九
月

一
〇
月

=

月

一
二
月

七
年

　

同 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行
日 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水
二 五 五 三 二 二 三 一 ニ ー ニ ー 二
回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回
)、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

小 小 小 小 小 小 ノJ、小 小 小
浴 浴 浴 浴 浴 浴 浴 浴 浴 浴
三 一 三 ニ ー 四 三 一 二 四
回 回 回 回 回 回 回 回 回 回
、 、 、 、 、

 

文
明

一
七
年

正
月

行
水
三
回
、

(不
能

一
回
)

二
月

小
浴

二
回
、

三
月

行
水
五
回
、

(同
日
二
回
)

閏
三
月

行
水

一
回
、

四
月

行
水

一
回
、

五
月

行
水

二
回
、

小
浴

一
回

計

二
回

風
呂

一
回

計

三
回

計

一
回

○
回

合
計

一
五
回

風
呂

一
回

沐
浴

一
回
、

風

呂

一
回

沐
浴

一
回

小

浴

一
回
、
沐

浴

一
回

小
浴
二
回

小
浴
二
回
、
沐
浴

一
回

小
浴
四
回
、
沐
浴

}
回

風
呂

一
回

風
呂
二
回

計 計 計 計 計 計 計 計 計 計 計

六 三 五 四 五 六 五 四 四 六 二
回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回

 

計

一
〇
回

合
計
六
〇
回

平
均

二
回
強
)

平
均
五
回

計

四
回

硫
髪

三
回

計 計

七 二
回 回

杭 硫髪
髪

回 回

計 計 計

七 四 三
回 回 回

硫 硫
髪 髪

回 回

一22一



ニ ー 〇 九 八 七 六

月 月 月 月 月 月 月

イ了 イ丁 仔
水 水 水
二 四 三
回 回 回
、 、 、

小 小
浴 浴

回 回

行 行水 水

回 回
、

小
浴

回

 

明
応

五
年

正
月

行
水
五
回
、

二
月

行
水
七
回

閏
二
月

行
水
七
回
、

三
月

行
水

一
回

四
月

行
水
五
回
、

ニ ー 〇 九 八 七 六 五
月 月 月 月 月 月 月 月

小
浴

一
回

小
浴

一
回
、
沐
浴

一
回

(行
水
と
同
日
)

小
浴

一
回

行
水
五
回
、

浴
蘭
湯

一
目

行
水
四
回
、
小
浴

一
回
、
沐
浴

一
回

行
水
四
回
、
小
浴

一
回
、

行
水
四
回

(不
能
二
回
)

行
水

一
回

(不
能

一
回
)
、
(未
能
沐
浴
)

行
水
四
回

行
水
四
回
、

沐
浴

一
回

計 計 計 計 計 計

五 五 五 〇 三 一 一
回 回 回 回 回 回 回

硫 杭 硫 硫 硫 杭
髪 髪 髪 髪 髪 髪

回 回 回 回 回 回

 

合
計
四
七
回

平
均
三
回
強

計

六
回

計

七
回

計

九
回

計 計
よ
ノ＼ 一

回 回

 

計

六
回

計

六
回

計

五
回

計

四
回

計

○
回

計

一
回

計

四
回

計

五
回

合
計
六
〇
回

硫
髪

一
回

杭
髪

一
回

硫
髪

二
回

杭 除 硫 杭
髪 甲 髪 髪

回 回 回 回

 

硫
髪

二
回

平 洗 硫 杭
均 髪 髪 髪
四
回 一 一 二
強 回 回 回

 

入
浴
関
係
語
を
平
均
値
か
ら
見
る
と
、
「
行
水
」
「小
浴
」
等
全
て
を
合
算
し
て

三
条
西
実
隆
の
身
つ
く
ろ
い

さ
え
、
文
明
七
年
が
月
五
回
、
文
明

一
七
年
が
三
回
強
、
明
応
五
年
が
四
回
強
で

あ

っ
た
。
ど
の
年
も
沐
浴
を
五
日
に

一
度

(月
平
均
値
は
六
回
)
と
す
る

『
九
条

殿
遺
誠
』
等
に
は
及
ば
な
い
。
ま
た
、
間
隔
か
ら
見
て
も
、
同
日
中

の
場
合
も
あ

れ
ば
、

一
ヵ
月
を
隔
て
る
場
合
も
あ
り
、
大
変
不
規
則
で
あ
る
。
そ
の
不
規
則
な

様
子
を
、
入
浴
回
数
の
平
均
が
五
回
と
比
較
的
多
い
文
明
七
年
の
場
合
半
年
分
に

よ
り
次
に
示
す
。

文
明
七
年

正
月

朔
日

【辛
亥
】

正
月

三
日

【
癸
丑
】

二
月

三
日

【癸
未
】

二
月

七
日

【丁
亥
】

二
月

一
七
日

【丁
酉
】

二
月
二

一
日

【辛
丑
】

二
月
二
二
日

【壬
寅
】

二
月
二
九
日

【己
酉
】

三
月

一
日

【庚
戌
】

三
月

八
日

【丁
巳
】

三
月

一
六
日

【
乙
丑
】

三
月
二

一
日

【庚
午
】

四
月

一
日

【己
卯
】

四
月

七
日

【乙
酉
】

四
月
二
二
日

【庚
子
】

四
月

晦
日

【戊
申
】

五
月

一
日

【己
酉
】

五
月

一
〇
日

【戊
午
】

五
月

一
四
日

【壬
戌
】

五
月
二
八
日

【丙
子
】

行
水
行
水

(行
水
か
ら

二
日
目
)

小
浴

(行
水
か
ら
三
〇
日
目
)

小
浴

(小
浴
か
ら

四
日
目
)

風
呂

(小
浴
か
ら

一
〇
日
目
)

小 行 小 行 小 沐 風 行 行 小 小 行 小 行 小
浴 水 浴 水 浴 浴 呂 水 水 浴 浴 水 浴 水 浴

(風
呂
か
ら

(小
浴
か
ら

(行
水
か
ら

(小
浴
か
ら

(行
水
か
ら

(小
浴
か
ら

(小
浴
か
ら

(行
水
か
ら

(行
水
か
ら

四
日
目

、

一
日
目

、

七

日
目

、

一
日
目

、

七

日
目

、

七

日
目

)

五

日
目

、

九

日
目

)

六

日
目

、

(
風
呂

か

ら

一
四

日
目

)

(沐

浴

か

ら

七

日
目

、

(小

浴

か

ら

一
日
目
、

(行

水

か

ら

九

日
目
、

(小

浴

か

ら

四

日
目
、

(行

水

か

ら

一
四

日
目

、

小
浴
か
ら

一
四
日
目
)

行
水
か
ら
四
九
日
目
)

小
浴
か
ら

八
日
目
)

行
水
か
ら

八
日
目
)

小
浴
か
ら

八
日
目
)

行
水
か
ら

一
二
日
目
)

風
呂
か
ら
四
七
日
目
)

小
浴
か
ら
四

一
日
目
)

行
水
か
ら
二
八
日
目
)

小
浴
か
ら

一
〇
日
目
)

行
水
か
ら

一
三
日
目
)

小
浴
か
ら

一
八
日
目
)
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五
月
二
九
日

【
丁
丑
】

六
月

一
日

【戊
寅
】

六
月

四
日

【辛
巳
】

六
月

=

日

【戊
子
】

六
月
二

一
日

【戊
戌
】

六
月
二
四
日

【辛
丑
】

六
月
(岩
)
日

【
丁
未
】

小
浴

(小
浴
か
ら

一
日
目
)

行
水

(小
浴
か
ら

一
日
目
、
行
水
か
ら

一
六
日
目
)

小
浴

(行
水
か
ら

三
日
目
、
小
浴
か
ら

四
日
目
)

小
浴

(小
浴
か
ら

七
日
目
)

沐
浴

(小
浴
か
ら

一
〇
日
目
、
沐
浴
か
ら
五
七
日
目
)

小
浴

(沐
浴
か
ら

三
日
目
、
小
浴
か
ら

一
三
日
目
)

小
浴

(小
浴
か
ら

六
日
目
)

髪
を
対
象
と
す
る

「杭
髪
」
と
い
う
行
為
を
記
録
し
て
い
る
文
明

一
七
年
と
明

応
五
年
に
よ
り
、
そ
の
頻
度
を
み
る
と
、
年
毎

の
合
計
は
そ
れ
ぞ
れ

一
六
回
と

一

五
回
で
、
両
年
共
に
月
の
平
均
値
は

一
回
強
で
あ
る
。
『九
条
殿
遺
誠
』
が
い
う

三
[口
に

一
度

(月
平
均

一
〇
回
)
と
の
差
は
大
き
い
。
「洗
髪
」

の
記
録
は
、

一

回
の
み
で
あ

っ
た
。

爪
を
対
象
と
す
る

「除
甲
」
と
い
う
行
為

の
記
録
も

一
回
の
み
で
あ

っ
た
。

(二
)
身
つ
く
ろ
い
の
時

い

つ
身
つ
く
ろ
い
を
す
る
の
か
。
以
下
、
当
該
日
の
干
支
、
日
付
、
時
刻
、
天

気

・
体
調

・
行
動
と
の
関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
調
査
し
て
い
く
。

ま
ず
、
入
浴
関
係
語
に

つ
い
て
、
当
該
日
の
干
支
別
に
回
数
を
確
認
し
て
み
る

と
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
数
値

に
は
、
何
ら
か
の
理
由

で
実
行
さ
れ
な
か

っ

た
場
合
も
含
ん
で
い
る
が
、
同
日
二
回

の
場
合
は

一
回
と
数
え
て
い
る
。
な
お
、

(

)
中

の
数
値
は
、
沐
浴

の
み
を
取

り
出
し
た
回
数
で
あ
る
。
十
二
支
等

に
付

し
た
◎
は
、
『
拾
芥
抄
』
が

「
吉
」
と
し

て
い
る
時
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
△
は

「或
云
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

十
二
支

文
明
六
年
甲

子

三

◎
丑

○

同
七
年
乙

四

(
一
)

八

同

一
七
年
乙

明
応
五
年
丙

計

四

(
一
)

六

一
七

(

二
)

四

三

(
一
)

一
五

(

一
)

◎ △ ◎ △計 亥 戌 酉 申 未
午 巳 辰 卯 寅

五 一 一 〇 ニ ー ○ 〇 五 〇 二

七五二六二
◎
四四七七三

五
九

(
一
)
四 ◎
七 四 六 二 五 一 八 四 三_四

Ω 二≧ 〇 二≧ 二≧
○)o))

四七七
」
六

(
一
)

◎
五三六

(
一
)

六五七

八 一 一 一 一 一 一 一 一 一

六 五 九 五 七 九 五 六 七 四 七

(((

○ 一 一
)))

(((

二 ニ ー
)))

 

実
隆

の
場
合
、
『
拾
芥
抄
』
が

「
沐
浴
吉
日
」
と
し
て
い
る
丑

・
卯

・
酉

の
日
の

回
数
は
○
か
ら
八

(計
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
五

・
一
四

・
一
五
回
)
、
そ
の
他

の
日

は
○
か
ら
八

(計
は
、
九
か
ら

一
九
回
)

で
あ
る
。
『
拾
芥
抄
』
の
い
う
干
支
を

守
ろ
う
と
す
る
気
配
す
ら
感
じ
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
未
の
日
が
少
な
い
以
外

に
、
干
支
別

の
傾
向
性
は
確
認
で
き
な
い
。

「除
甲
」
の
記
録
が
見
ら
れ
る
の
は
、
明
応
五
年
四
月
二
九
日

〔丙
戌

(午
の

誤
り
か
)
〕
で
、
『九
条
殿
遺
誠
』
が
い
う
、
丑
の
日
で
も
寅

の
日
で
も
な
い
。

次
に
、
『
拾
芥
抄
』
が

「
可
沐
浴
日
」
と
し
て
い
る
日
付
別
に
確
認
し
て
み
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
欠
は
当
該
日
の
記
録
が
無
い
こ
と
、
×
は
入
浴
関
係
語

の
記
載
が
無
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

五
月

又
五
月
八
月
九
月

文
明
六
年

五
日

欠

一
日

欠

二
日

x

九
日

×

同
七
年
×行
水
××

同

× × 行 × 七
水 年

明
応
五
年浴
蘭
湯

行
水
××
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鳳

一
〇

月

七

日

一

一
月

四

日

一
二

月

一
三

日

× ×

 

X

× ×

 

×

× ×

 

×

×X

 

×

文
明
六
年

同
七
年

八
日

一

三

一
八
日

一

一

同

一
七
年

明
応
五
年

二

一

二

四

『拾
芥
抄
』
に
は
、
悪
瘡

・
悪
病
を
避
け
る
効
用
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

実
隆
は
殆
ど
実
行
し
て
い
な
い
。
五
月

一
日
が
多
い
の
は
、

一
の

つ
く
日
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
示
す
よ
う
に
、
年
毎
に
入
浴
関
係

の
行
為
の

回
数
に
対
し
て
、

一
の
つ
く
日
が
占
め

る
割
合
が
増
し
て
い
る
。

日 日 日 日

 

晦

日

(
三
〇

日
)

計

五
九
回
中
二

一

二
〇

・
○
%

文
明
六
年一〇二〇一

同
七
年
一
〇四七〇二

同

一
七
年
八五六〇〇

四
七
回
中
一
九

三
五

・
六

%

四
〇

・
四
%

明
応
五
年
一
二
一
二
=
二〇〇

六
五
回
中
三
七
五
六
・
九
%

『九
条
殿
遺
誠
』
が
引
用
し
て
い
る

「黄
帝
傳
」
に

「毎
月

一
日
沐
浴
短
命
」
と

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
で
あ
る
。
逆
に

「沐
浴
命
長
」
と
い
う
八
日
の
場
合
、
ま
た

「
逢
二盗
賊
こ

と
い
う
十
八
日
の
場
合

の
回
数
は
次

の
通
り
で
、
や
は
り

『九
条

殿
遺
誠
』
の
記
述
を
気
に
と
め
て
い
る
様
子
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
実
隆
は
、

明
応
五
年
九
月

=

日
条
に
、
「難
旬

日
所
勢
不
平
之
間
不
能
行
水
、
念
諦
、
令

侍
從
行
水
、
念
諦
者
也
、
」
と
記
し
て
い
る
。
体
調
不
良
の
た
め
、
行
水
や
念
諦

を
行
え
な
い
の
で
、
次
男
の
侍
從
に
代
行
さ
せ
た
と
い
う
の
だ
。
同
趣
旨
の
記
述

は
、
九
月
二

一
日
条
に
も
見
え
、

一
の

つ
く
日
の
行
水
が
念
諦
な
ど
と

一
連

の
重

要
な
行
事
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「十

一
日
目
明
」
「午
日
失
二愛
敬

一」
「
亥
日
見
レ耽
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
、
十

一
日

・
午

の
日

・
亥
の
日
や
、
「
不
レ
可
レ浴
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

「
寅
辰
午
戌

下
食
ノ
日
等
」
も
既
に
見
て
き
た
通
り
の
回
数

で
、
気
に
と
め
て
い
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

「
日
の
う
ち
で
は
、
い
つ
沐
浴
す
る
の
か
。
『
九
条
殿
遺
誠
』
に
よ
る
と
、
朝

の

一
連
の
身
つ
く
ろ
い
の

一
つ
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
実
隆
の
場
合
の
時
を
示
す
表

現
に
注
目
し
て
見
る
と
、
十
二
支
に
よ
る
記
載
も
少
々
あ
る
が
、
殆
ど
は

「早
旦
」

「
早
朝
」、
「晩
」
「夜
」
等
の
よ
う
な
漠
然
と
し
た
表
現
で
あ
る
。
そ
こ
で
午
前
と

午
後
に
二
分
し
て
回
数
を
確
認
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
丁
度
午

時
の
例

(明
応
五
年
五
月
五
日
条
、
午
時
浴
蘭
湯
)
と
不
詳
の
例
は
、
回
数
か
ら

除
外
し
た
。
(

)
内

に
は
、

一
日
分

の
記
事
中

で
の
記
載
位
置
等
か
ら
午
前
或

い
は
午
後
と
推
定
し
た
回
数
を
記
し
た
。
ま
た
、
中
世
末
に
は
日
付
変
更
時
刻
の

意
識
が
弱
く
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

一
応
、
丑
の
刻
と
寅
の
刻

の
間
で
区

分
し
て
い
る
。
百
分
率

で
示
し
た
の
は
、
年
毎
の
合
計
に
対
し
て
、
推
定
分
を
含

め
た
午
後

の
回
数
が
占
め
る
割
合

で
あ
る
。

合 不 午 午
計 詳 後 前

五 〇 〇 二 五 文
・( (明
○ 一 七・六
%))年

同

七

年

三

一

(
一

一
)

一
四

(

三
)

二
八

・
三
%

一

六
〇

同

一
七
年

一
四

(
一
六
)

八

(

○
)

一
七

・
○
%

九
四
七

明
応
五
年

=
二

(二
六
)

一
五

(

三
)

三
〇

・
○
%

二
六
〇
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午
前
中
で
は
、
特
に

「早
旦
」
「
早
朝
」
と
称
さ
れ
る
時
が
多

い
が
、
最
も
早
い

三
条
西
実
隆
の
身
つ
く
ろ
い



三
条
西
実
隆
の
身
つ
く
ろ
い

例
は

「寅
下
刻
」
或
い
は

「
未
明
」
、
遅
い
例
は

「
巳
刻
」
過
ぎ
の
よ
う
だ
。
前

に
触
れ
た
通
り

「
午
時
」
の
例
が

一
例
あ
り
、
午
後
に
な

っ
て
の
例
は
、
少
な
い

年
で

一
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
多
い
年
で
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
午
後
で

多
い
の
は

「夜
」
「晩
」
と
称
さ
れ
る
時
だ
が
、
「黄
昏
」
「深
更
」
「
丑
刻
」
の
例

も
あ
る
。

天
気
別
に
行
水
等
の
回
数
を
確
認
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ

っ
た
。

一
日
の
う

ち
に
天
気
が
変
化
し
た
場
合
は
、
可
能
な
限
り
行
水
等
の
時
刻
の
天
候

で
判
断
し

た
。

(

)
中
は
、
当
該
回
数
中
の

一
の
付
く
日
の
数

で
あ
る
。

晴

・
舞

・
快
晴

晴
雪
少
落

晴
時
々
雨

晴
後
雨

陰
晴
不
定

陰
陰
後
雨

陰
時
々
雨

雨
時
々
晴

雪
後
晴

雨
雪
記
載
無
し

合
計

文
明
六
年
=

一〇〇〇一〇〇一〇一〇〇〇
一
五

同
七
年

同

一
七
年

四
四

三
七

〇

一

二

〇

〇

一

一

(
一
)

〇

一

(
一
)

三

〇

一

三

(
二
)

〇

五

二

(
一
)

〇

一

一

(
一
)

○

○

○

○

〇

二

一

五
九

四
七

明
応
五
年

四
二〇〇〇〇二

(
一
)

〇一

(
一
)

九

(
六

)

〇二

(
一
)

一一

(
一
)

二
六
〇

元
来
、
各
年
と
も
晴
の
日
が
多
い

の
で
、
行
水
等
を
し
た
日
に
晴
が
多
い
こ
と

は
意
味
を
持
た
な
い
。
少
な
い
回
数
で
は
あ

っ
て
も
、
雨
や
雪
等

の
よ
う
に
天
気

の
悪
い
日
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が

一
の
付
く
日
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と

に
注
目
し
、
天
気

に
は
影
響
さ
れ
な
か

っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

湯
治
は
、
古
来
、
病

の
治
療
や
予
防
等
様
々
な
効
果
を
持

つ
行
為
と
し
て
、
信

仰

.
娯
楽

の
要
素
も
含
み
込
み
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

『
栄
花
物
語
』

は
　

に
は
、
九
条
殿
に

つ
い
て
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

か

＼
る
ほ
と
に
九
条
殿
な
や
ま
し

(う
)
お
ほ
さ
れ
て
御
か
せ
な
と
い
ひ
て

お
ほ
ん
ゆ
＼
て
な
と
し
く
す
り
き

こ
し
め
し
て
す
く
さ
せ
給
ほ
と
に
…
…

お
風
だ
と
い
っ
て
、
湯
治
な
ど
を
し
た
り
、
薬
を
召
し
上

っ
た
り
し
た
と
い
う
の

は
　

だ
。
『今
昔
物
語
集
』
に
は
、
覚
縁
律
師
の
例
が
あ
る
。

:
・…
身

二
何
ト
モ
元
キ
病

ヲ
受

ツ
。
暫

ハ

「風
」
ナ
ド
云
テ
湯
治
ナ
ド
為
レ

ド
モ
、
弥

ヨ
増
テ
…
…

や
は
り
、
風
だ
と
い
っ
て
、
湯
治
な
ど
を
し
た
と
い
う
。
同
様
の
例
は
、
他

の
文

献

に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
『実
隆
公
記
』
明
応
五
年
四
月
五
日
条
に
も
、
「俊
通
朝

臣
來
、
自
温
泉
去
廿
五
日
上
洛
云
々
、
三
七
日
湯
口

(治
)
之
由
語
之
」
と
、
理

由
は
な
い
が
、
俊
通
が
湯
治
に
行

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

実
隆
自
身
は
、
三
年
に
過
ぎ
な
い
調
査
年
な
の
だ
が
、
痢
病

・
虫
之
所
労

・
患

眼

.
瘡
病

.
中
気

・
風
気

・
腫
物

・
霜
腹
所
労

・
痔
所
労

・
吐
血
之
気
な
ど
、
様
々

な
病
を
経
験
し
て
い
る
。
け
れ
ど
、
湯
治
に
出
か
け
た
と
い
う
記
述
は

一
度
も
な

い
。
行
水
等
に
つ
い
て
は
、
文
明

一
七
年
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

1

正
月
二

一
日
条

…
…
依
風
氣
不
能
行
水
、
価
看
纒
等
略
之
、

2

一
二
月

一
六
日
条

…
…
竹
田
周
防
來
、
取
脈
、
病
氣
大
略
本
復
、
傍

沐
浴
、
…
…
、

1
は
風
気
の
た
め
行
水
が
で
き
な
い
。
2
は
病
気

(
一
二
月

一
〇
日
条
に
昨
夜
虫

所
労
更
発
と
あ
る
)
が
ほ
ぼ
治

っ
た
の
で
沐
浴
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
行
水
か

ら

一
五
日
、
沐
浴
か
ら
は

一
=
二
日
目
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
明
応
五
年
は
、
八
月

二
〇
日

「
痔
所
勢
更
獲
」
に
始
ま
り

一
〇
月
三
〇
日
に
至
る
ま
で
の
二
ヶ
月
余
、

眩
量

.
吐
血
之
気

.
咳
漱
之
気

・
頭
痛

・
内
熱

・
胸
隔
閉
塞
之
気

・
食
後
反
吐
等

の
症
状
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
参
内
し
な
い
状
態
は
、
更
に
長
か

っ
た
よ
う
で
、

一
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二
月
二
五
日
条
に
、
「著
直
衣
参
内
、
去
八
月
二
五
日
以
後
今
日
始
而
所
参
也
、
」

と
あ
る
。
こ
の
二
ヶ
月
余
の
病
中
、
行
水
等
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
記
載
が

見
ら
れ
る
。

3

九
月

一
日
条

…
…
歓
樂
未
得
減
、
風
氣
非
無
愼
、
冊
口
口
行
水
、

念
諦
等
省
略
了
、
…
…
師
富
朝
臣
、
宗
祇
法
師
、
常
寂
院
等
入
來
、
良
藥

〔〈加
減
〉
収
痔
荊
枳
湯
十
五
包
、〕
重
種
献
之
、
則
令
煎
之
、

4

九
月

=

日
条

…
…
錐
旬
日
所
勢
不
平
之
問
不
能
行
水
、
念
講
、

令
侍
從
行
水
、
念
諦
者
也
、
…
…

5

九
月
二

一
日
条

…
…
錐
旬
日
依
病
氣
未
快
不
能
行
水
、
令
小
生

〔侍
從
、〕
行
水
、
口
口
口
仰
侍
從
了
、
…
…
、

6

一
〇
月

一
日
条

…
…
病
後
未
能
沐
浴
、
傍
侍
從
爲
代
官
令
行
水
、

念
諦
了
、
…
…
、

7

一
〇
月

八
日
条

…
…
今

日
行
水
、
所
々
法
樂
短
朋
清
書
之
、
自
今

日
精
進
也
、
病
後
未
行
水
、
風
氣
時
分
錐
不
可
然
不
獲
止
也
、

8

一
〇
月

=

日
条

…
…
病

氣
同
篇
、
頭
痛
難
治
也
、
循
不
能
行
水
、

小
念
諦
猶
如
形
、
…
…
、

用
例
3
か
ら
6
、
及
び
8
に
よ

っ
て
、
病

の
た
め
に
、

一
の
つ
く
日
で
さ
え
行
水

を
し
な
い
こ
と
。
用
例
7
に
よ

っ
て
、

風
気
の
時
に
は
行
水
を
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

そ
し
て
、
実
際
、
五
〇
日
近
く
も
行
水
等

を
し
て
い
な
い
。

文
明

一
七
年

一
二
月
八
日
条
に
は
、

「東
隣

(正
親
町
三
条
家
)
風
呂
新
造
、

昨
日
始
而
浴
之
云
々
、
今
日
可
來
之
由
度
々
被
命
之
、
故
障
之
間
其
旨
示
之
、
…

…
」
と
あ
る
。
「故
障
」
が
、

一
二
月

一
〇
日
条
で
記
し
て
い
る

「昨
夜
轟
所
勢

更
獲
」
の
予
兆
だ
と
す
る
と
、
病

の
た
め
に
、
風
呂
も
見
合
わ
せ
た
こ
と
に
な
る

が
、
こ
の
場
合
は
、
病
以
外
の
故
障

で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

ち
な
み
に
、
複
数
の
医
師
の
診
察

(見
脈
)
を
受
け
、
服
薬

・
灸
と
い
っ
た
治

療
は
頻
繁
に
行

っ
て
い
る
。

前
後
の
行
動
と
の
関
わ
り
を
見
る
と
、
沐
浴
と
行
水

に
つ
い
て
は
、
用
例
9
、

三
条
西
実
隆
の
身
つ
く
ろ

い

10
等
の
よ
う
な
記
述
か
ら
神
事
の
始
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。

9

文
明

一
七
年
三
月
二
四
日
条

…
…
午
後
向
都
護
卿
亭
談
春
日
祭
事
、

…
…
黄
昏
沐
浴
始
神
事
、
曳
注
連
立
札
、
…
…

10

文
明
七
年
二
月
二
二
日
条

…
…
明
日
爲
御
神
樂
奉
行
、
伍
始
神
事
、

行
水
則
就
寝
、
…
…

そ
こ
で
、
用
語
別
に
神
事

・
仏
事
等
宗
教
的
行
為
に
続
く
場
合
を
確
認
し
て
み

る
と
、
次

の
通
り
で
あ

っ
た
。

文
明
六
年
沐
浴
行
水

小
浴

風
呂

文
明
七
年
沐
浴
行
水

小
浴

風
呂

文
明

一
七
年

沐
浴
行
水

風 小
呂 浴

○
回
五
回
中
四
回
は
宗
教
的
行
為
に
続
く
。

一
の
つ
く
日
三
日
中
の
二
日
を
含
む
。

八
回
中
二
回
は
宗
教
的
行
為
に
続
く
。

一
の
つ
く
日
の

一
回
は
宗
教
的
行
為
の
記
載
が
無
い
。

二
回
共
に
宗
教
的
行
為

の
記
載
は
無
い
。

二
回
は
、
共
に

一
の

つ
く
日
で
あ
り
、
宗
教
的
行
為
に
続
く
。

二
七
回
中
二
〇
回
は
宗
教
的
行
為
に
続
く
。

一
の
つ
く
日
二

一
日
中
の

=
二
日
を
含
む
。

二
五
回
中
四
回
は
宗
教
的
行
為
に
続
く
。

一
の
つ
く
日
三
日
中
の
二
回
を
含
む
。

五
回
共
に
宗
教
的
行
為
の
記
載
は
無
い
。

六
回
中
三
回
は
宗
教
的
行
為
に
続
く
。

二
三
回
中

一
五
回
は
宗
教
的
行
為
に
続
く
。

一
の
つ
く
日

一
九
日
中
の

=

回
を
含
む
。

一
六
回
中
二
回
は
宗
教
的
行
為
に
続
く
。

一
回
は
宗
教
的
行
為
の
記
載
が
無
い
。
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三
条
西
実
隆
の
身
つ
く
ろ
い

明
応
五
年
沐
浴

三
回
中
二
回

(
一
の

つ
く
日
)
は
宗
教
的
行
為
に
続
く
。

行
水

五
〇
回
中
四
七
回
は
宗
教
的
行
為
に
続
く
。

一
の
つ
く
日
三
五
日
中

の
三
二
回
を
含
む

小
浴

五
回
中
四
回
は
宗
教
的
行
為
に
続
く
。

風
呂

○
回

浴
蘭
湯

一
回

沐
浴

・
行
水
は
、
宗
教
的
行
為
に
先
立

っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
確
か
に
多
い
が
、

小
浴
と

の
区
別
が
明
確
な
わ
け
で
は
な
い
。
明
応
五
年
閏
二
月
に
吉
野
詣
を
し
た

一
〇
日
余
の
間
に
用
い
ら
れ
た
入
浴
関
係
語
に
し
て
も
用
例
11
か
ら
15
の
通
り
で
、

神
事
始
め
と
し
て
の
沐
浴
、

一
の
つ
く

日
恒
例
の
看
経
等
を
伴
う
行
水
、
参
詣
に

そ
な
え
て
の
行
水

に
加
え
て
、

=
二
日
に
は
、
春
日
社
に
詣
で
る
こ
と
を
意
識
し

た
上
で
小
浴
と
い
う
表
現
も
用
い
て
い
る
。

出
立
前
、

一
の
つ
く
日
の
行
水
と
、
神
事
始
め
の
沐
浴

11

=

日

…
…
行
水
、
看
纒
、
早
朝
参
内
、
依
當
番
也
、
…
…
入
夜
沐

浴
、
始
神
事
了
、

夕
方

の
春
日
社
詣
に
そ
な
え
小
浴

12

=
二
日

…
…
更
小
浴
、
今
夕
可
令
詣
春
日
社
也
、
…
…

翌
日
の
吉
野
参
詣
に
そ
な
え
行
水

13

一
八
日

…
…
入
夜
詣
知
足
院
地
藏
、
臨
路
於
河
上
夷
殿
社
頭
下
行
水
、

於
彼
社
頭
修
祓
、
是
明
日
爲
可
参
詣
吉
野
也
、
此
境
之
習
俗

云
々
、
蹄
了
就
寝
、

吉
野
川
で
行
水

14

一
九
日

…
…
早
朝
進
嚢
、

可
詣
芳
野
也
、
…
…
到
吉
野
川
、
【
是
夏

箕
川
也
、
號
下
淵
也
、
】
於
此
川
又
行
水
、
…
…

一
の
つ
く
日
の
行
水

15

二

一
日

…
…
早
朝
行
水
、
旬
之
看
纒
等
如
形
沙
汰
之
、
則
詣
文
殊
堂
、

…
…
心
経

一
巻
奉
納
之
、
念
講
了
、
…
…

宗
教
的
行
為
以
外
に
、
例
え
ば
運
動
と
い
う
と
蹴
鞠
位
の
よ
う
だ
が
、

係
語
と
の
関
わ
り
が
目
立

つ
行
動
は
な
さ
そ
う
だ
。

入
浴
関

(三
)
「
沐
浴
」
「行
水
」
「
小
浴
」
「風
呂
」
、
各
語
の
相
違

各
語
の
相
違
に
つ
い
て
新
た
に
確
認
で
き
た
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
あ
え
て
言
え

ば
、
「小
浴
」

の
場
合
は
、
「沐
浴
」
「行
水
」

に
比
べ
宗
教
的
意
味
合
い
が
強
く

な
さ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。

「沐
浴
」

に
、
「
沐
」
の
意
味

「
洗
髪
」
が
生
き
て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
上

で
、
三
年
間
で
唯

一

「洗
髪
」
の
記
録
が
残
る
明
磨
五
年

一
二
月
二
三
日
条

「
…

…
今
日
沐
浴
、
病
後
初
而
洗
髪
也
、」
が
注
目
さ
れ
る
が
、
解
釈
を
定
め
る
の
は

難
し
い
。

「風
呂
」

に
つ
い
て
は
、
「近
世

の
初
頭
ま
で
は
京
都

の
公
家
た
ち
も
、
も

っ

ぱ
ら
銭
湯
で
あ

っ
た
。
そ
れ
も
蒸
し
風
呂
で
あ
る
。」
「湯
を
た

っ
ぷ
り
た
た
え
る

風
呂
は
、
…
…
鎌
倉
時
代
の
資
料
に
、
す
で
に
は
っ
き
り
見
え
て
い
る
。
そ
れ
は

風
呂
と
は
呼
ば
な
か

っ
た
。
「湯
」
と
い

っ
て
い
た
。
」
と

『
風
呂
と
日
本
人
』
に

　
モ

あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
範
囲
に

「浴
蘭
湯
」
以
外

「湯
」
の
用
例
は
な
く
、

「風
呂
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
に
つ
い
て
も
明
確
化
す
る
に
は
至
ら

な
か

っ
た
。

三

お
わ
り
に

『
実
隆
公
記
』
か
ら
、
文
明
七
年

(実
隆
二
〇
代
)、
文
明

一
七
年

(実
隆
三

〇
代
)、
明
応
五
年

(実
隆
四
〇
代
)
の
三
年
分
を
主
た
る
資
料
と
し
、
身
つ
く

ろ
い
に
関
す
る
語
に

つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

で
、
ど
の
よ
う
な
時
に
身
を

清
め
て
い
た
の
か
。
各
語
の
相
違
は
何
か
、
他
に
ど
の
よ
う
な
身
つ
く
ろ
い
を
し

て
い
た
の
か
等
に

つ
い
て
、
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
身
つ
く
ろ
い
の
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
、
「
沐
浴
」
「
行
水
」
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「小
浴
」
「風
呂
」
「浴
蘭
湯
」
、
「
杭
髪
」
「洗
髪
」、
「除
甲
」
で
あ

っ
た
。

二
、
身
つ
く
ろ
い
の
頻
度
は
、
入
浴
関
係
語
の
場
合
、
文
明
七
年
が
月
平
均
五

回
、
文
明

一
七
年
が
三
回
強
、
明
応
五
年
が
四
回
強
で
あ
り
、
沐
浴
を
五
日

に

一
度

(月
平
均
値
は
六
回
)
と
す
る

『九
条
殿
遺
誠
』
等
に
は
及
ば
な
い
。

し
か
も
、
間
隔
は
、
同
日
中
の
場
合
も
あ
れ
ば
、

一
ヵ
月
を
隔

て
る
場
合
も

あ
り
、
大
変
不
規
則
で
あ

っ
た
。

「杭
髪
」

の
場
合
は
、
月
平
均

一
回
強

で
あ
り
、
『九
条
殿
遺
誠
』
が
い

う
三
日
に

一
度

(月
平
均

一
〇
回
)
と
の
差
は
大
き
い
。
「
洗
髪
」
「除
甲
」

の
記
録
は
、
共

に

一
回
の
み
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
記
録
す
る
習

慣
が
確
立
し
て
い
な
か

っ
た
と
考

え
る
べ
き
か
。

三
、
当
該
日
の
干
支
を
見
る
と
、
入
浴
関
係
語

の
場
合
、
未

の
日
が
少
な
い
。

そ
れ
以
外

に
傾
向
性
は
確
認
で
き
ず
、
『拾
芥
抄
』
が
い
う
干
支
を
気

に
と

め
る
様
子
も
認
め
ら
れ
な
い
。

「
除
甲
」
の
場
合
も
、
記
録

が
あ
る
の
は
明
応
五
年
四
月
二
九
日

〔丙
戌

(午

の
誤
り
か
)〕

で
、
『
九
条
殿
遺
誠
』
が
い
う
、
丑
の
日
で
も
寅
の
日
で

も
な
い
。

四
、
日
付
別
に
み
る
と
、
入
浴
関
係
の
行
為
の
回
数
に
対
し
て
、

一
の

つ
く
日

が
占
め
る
割
合
が
年
毎

に
増
し
、
こ
の
日
の
行
水
が
宗
教
的
行
為
と

一
連
の

重
要
な
行
事
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
付
に
関
し
て
も

『九
条
殿

遺
誠
』
『拾
芥
抄
』
の
記
述
を
気

に
と
め
て
い
る
様
子
は
な
い
。

五
、

一
日
の
う
ち
で
は
、
行
水
等
を
午
前
中
に
行
う
場
合
が
七
割
か
ら
八
割
強

を
占
め

て
い
る
。
特

に

「早
旦
」
「早
朝
」
と
称
さ
れ
る
時
が
多
い
。
午
後

に
な

っ
て
の
場
合
は
、
「夜
」
「晩
」
と
称
さ
れ
る
時
が
多
い
。

六
、
天
気
別
に
行
水
等

の
回
数
を
確
認
す
る
と
、
雨
や
雪
等
の
よ
う
に
天
気
の

悪
い
日
も
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
れ
が

一
の
付
く
日
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
天
気
に
は
影
響
さ
れ
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七
、
病
の
時
、
そ
れ
が
二
ヶ
月

に
及
ん
で
も
、
実
隆
は
湯
治
に
出
か
け
て
は
い

な
い
。

一
の
つ
く
日
の
行
水
さ
え
も
自
身
で
は
行
わ
ず
、
医
師
の
診
察
を
受

三
条
西
実
隆

の
身
つ
く
ろ
い

け
、
服
薬

・
灸
と
い

っ
た
治
療
を
受
け
て
い
る
。

八
、
行
動
と
の
関
わ
り
か
ら
見
る
と
、
沐
浴
と
行
水
に
つ
い
て
は
、
神
事

(仏

事
を
含
む
)
の
始
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。
し
か
し
、
小
浴
と

の
区
別
が
明
確
な
わ
け
で
は
な
い
。

他
に
、
入
浴
関
係
語
と
の
関
わ
り
が
目
立

つ
行
動
は
な
さ
そ
う
だ
。

今
回
の
調
査
で
は
、
「
沐
浴
」
「行
水
」
「小
浴
」
「
風
呂
」
各
語
の
相
違
に
充
分

迫
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
一

群
書
類
従

第
二
七
輯

雑
部

塙
保
己

一
編

続
群
書
類
従
完
成
会

昭
和
六
年
四
月

一
日

昭
和
五
五
年
七
月

一
五
日
訂
正
三
版
第
四
刷

=
二
六
頁
下

二

『
大
漢
和
辞
典
』
第
六
巻

大
修
館
書
店

平
成
三
年
修
訂
第
二
版

九
八
三
頁

三

『
日
本
史
文
献
解
題
辞
典
』
九
条
殿
遺
誠
の
項

藤
木
邦
彦

加
藤
友
康

・
由
井
正
臣
編
集

吉
川
弘
文
館
平
成

一
二
年
五
月

一
〇
日

二
五
三
頁
上
段

四

『
拾
芥
抄
』
上
中
下

尊
経
閣
善
本
影
印
集
成

一
七

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編

八
木
書
店

平
成

一
〇
年
七
月

一
五
日

五

『
栄
花
物
語

本
文
と
索
引

本
文
篇
』

高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
史
研
究
室
編

武
蔵
野
書
院

昭
和
六

一
年

一
月
三

一
日

一
巻
第

一
七
丁

一
～
三
行

六

『
今
昔
物
語
集
四
』

日
本
古
典
文
学
大
系
二
五

岩
波
書
店

昭
和
三
七
年
三
月
五
日

巻
第

一
九

般
若
寺
畳
縁
律
師
弟
子
僧
信
師
遺
言
語
第
二
一二

一
〇
九
頁

七

『
風
呂
と
日
本
人
』

筒
井
功

文
春
新
書
六
三
〇

文
藝
春
秋

平
成
二
〇
年
四
月
二
〇
日

三
、
四
頁

(就
実
大
学
教
授
)

一29一


